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研究主題 

自ら学びを切り拓く児童の育成 

～アクティブに学び合う学習過程の工夫を通して～ 
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Ⅰ 研究の概要 



 

 

１ 研究主題 

 

 

 

２ 主題設定の理由 

グローバル化の進展や絶え間ない技術革新、人工知能の発達により、社会構造や雇用環境は大きく変

化しており、将来を予測することが困難な時代となっている。今後の社会を生きる子どもたちには、こ

のように変化の激しい時代だからこそ、一人一人が持続可能な社会の担い手として、個人と社会の成長

につながる新たな価値を生み出していくことが期待される。 

平成 29年３月に告示された小学校学習指導要領解説算数編では、学校教育の役割を、 

 

 

 

 

としている。つまり、学校は、児童が新たな問題に出会ったときに、「どうすれば解決できるのか」と

自分なりに考え実行したり、他者との協働により、解決策を導き出したりできるような児童の育成を目

指していく必要がある。 

また、中央教育審議会答申において、教育課程全体を通して育成を目指す資質・能力を、 

 

 

 

 

 

 

の三つの柱に整理されている。従来の「何を学ぶか」という学習内容に加え、「何ができるようになる

か」「どのように学ぶか」の視点が新学習指導要領では重要となり、そのためには、「主体的・対話的

で深い学び」の実現に向けた授業改善（アクティブ・ラーニングの視点に立った授業改善）を推進する

ことが求められている。つまり、日々の授業を通して、子ども達が学ぶ喜びや大切さを感じながら、自

ら考え表現していくことや、対話を通して考えを深めていくような協働する力を養っていく必要があ

る。 

本校児童の実態としては、学習状況調査の算数科の結果を見ると、県正答率とほぼ変わらない。「思

考・判断・表現」の正答率も上昇した学年が多い。しかし、解答を分析する中で、「問題の意味を理解

して情報を整理すること」や、「それを図化すること」を苦手としていること、児童間の学力差など、

課題が見えた。また、授業で考えを共有し比較・検討をする場面で、一部の児童の考えや教師の発言が

中心になってしまい、児童の主体的な学びへとつながらなかったことも課題として考えられる。これら

の課題解決を図るため、図だけでも描くなど解決に向けて取り組む力をつけること、教師の出番を吟味

し、児童が中心となって活動する場や時間の確保が必要だと考えた。児童がアクティブに学び合うこと

ができるような学習過程の工夫をしていきたい。 

そこで、昨年度までの研究内容を活かしながら、算数科の学習過程において、問題解決に向けて見通

自ら学びを切り拓く児童の育成 

～アクティブに学び合う学習過程の工夫を通して～ 

ア「何を理解しているか、何ができるのか（生きて働く「知識・技能」の習得） 

イ「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考  

力・判断力・表現力等」の育成）」 

ウ「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びを人生や社会に生 

かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養）」 

子ども達が様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決していくことや、様々な

情報を見極め知識の概念的な理解を実現し情報を再構成するなどして新たな価値につなげていく

こと、複雑な状況変化の中で目的を再構築することができるようにすることが求められている。 



 

 

しをもつことができる導入（ミッションタイム）の工夫や、児童が中心となり自由に学び合う展開（ア

タックタイム)の工夫、毎時間の授業を大切にして次につなぐまとめ・振り返り（コンプリートタイム）

の工夫という点から授業改善を行えば、児童は、自ら学びを切り拓くことができると考えた。以上のよ

うなことから、本研究主題を設定し、研究実践に取り組むことにした。 

 

３ 研究の目標 

  算数科において、自ら学びを切り拓く児童の育成のために、児童がアクティブに学び合う学習過程

のあり方を明らかにする。  

 

４ 研究の仮説 

    児童がアクティブに学び合う学習過程の工夫を、以下のような点から行えば、児童は、自ら学びを切

り拓くことができるだろう。 

（1）問題解決に向けて見通しをもつことができる導入（ミッションタイム）の工夫 

(2）児童が中心となり自由に学び合う展開（アタックタイム)の工夫 

(3）毎時間の授業を大切にするまとめ・振り返り（コンプリートタイム）の工夫 

 

５ 研究の内容 

(1)  日々の授業実践 

   ア 問題解決に向けて見通しをもつことができる導入（ミッションタイム）の工夫 

①着目させたいこと、考えさせたいこと（数学的な見方・考え方）を明確にする。 

②児童が「問い」を生み出すような問題提示の工夫をする。 

③思考の可視化（具体物、図、言葉、説明など）ができる工夫をする。 

イ 児童が中心となり自由に学び合う展開（アタックタイム）の工夫 

 ①教師の出番を吟味し、児童が中心となって学び合う場や時間の確保をする。 

 ②児童の様子を見取り、思考の整理をする。 

ウ 毎時間の授業を大切にするまとめ・振り返り（コンプリートタイム） の工夫 

①数学的な見方・考え方をキーワードとして整理した板書計画をし、児童の言葉でまとめる。 

②学習を振り返る時間の確保をする。 

  エ 支援を要する児童への手立ての工夫 

  オ ＩＣＴの効果的な活用 

(2) 日常の学習指導の工夫 

  ア ノート（図化）指導の工夫 

イ 家庭学習の工夫 

  ウ 環境整備によるノートの内容の充実化 

    エ 基礎的基本的な内容の定着 

 

 

 

 



 

 

６  研究の方法 

(1)  授業研究会や実践発表会 

    ・全学級が研究授業を（上・下で全研１つずつ・他はグループ研）行い、事前・事後の意見交流を

行うことにより、有効な指導方法を探る。 

・佐賀県教育センター作成の「授業改善セット」を活用し、定期的に振り返る。 

・児童が、既習の知識・技能を活用できるための校内環境の整備をする。 

(2)  講師招聘及び研究発表会への参加などによる理論研究 

(3)  児童の実態把握 

・学習状況調査や NRT、アンケート等の結果分析により児童の実態を把握する。 

  

７ 研究の組織（令和５年度） 

 

 研究推進委員会
 

（校長・教頭・教務・研究主任・学年部、専門部リーダー）
 

 

 

              

 

       （学年部）◎リーダー 

 

           

 

          （専門部）◎リーダー 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

★下学年部      ★上学年部     ★学び部             ★学びの環境部 
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・学びタイム    

（計算・国語）の計画 

・計算フェスタの計画 

・算数アンケート実施、

分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・算数コーナーの準備、 

掲示 

・階段掲示物の準備、掲示 

・算数ノート、自学ノート

見本作り・掲示 
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   ◎ 

 

 

 

 

 



 

 

８ 研修の経過（令和４年度） 

月日 計画 月 計画 

4/11 

4/20 

4/27 

研究推進委員会 

全体研究会（研究概要等） 

専門部検討 

10/12 

 

学年部会（指導案検討） 

 

5/27 事前研（４年） 11/9 

11/30 

理論研究 

学力調査対策 

6/3 

6/15 

6/29 

研究授業（４年） 

専門部会（計画） 

全体研（統一事項） 

12/7 

12/14 

研究紀要について 

後期前半のふり返り 

児童の実態把握（県学力調査） 

7/6 

7/13 

7/27 

7/28 

 

指導案作成 

前期前半のふり返り 

専門部会（活動） 

理論研究 

1/11 

1/25 

研究紀要原稿作成 

児童の実態把握（CRT） 

8/31 事前研（３年） 2/1 

 

今年度の研究のまとめ 

9/7 研究授業（３年） 3/1 来年度に向けての話し合い 

                    □〈講師〉西部教育事務所 森 泰樹先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

８ 研修計画(令和５年度) 

月日 計  画 月日 計  画 

4/６ 研究推進委員会 10/ 4 学年部会（公開授業準備） 

4/19 

 

全体研究会        

（研究概要等提案・授業者決定） 

10/25 前日準備 

10/26 

 

鹿島市教育研究大会 

公開授業（３年・６年） 4/26 専門部会 

5月 算数アンケートの実施 11月下旬 算数アンケートの実施 

5/10 専門部会 12/ 6 専門部会 

5/24 事前研（５年） 12/13 紀要について 

6/ 1 

 

全校研（５年） 

講師：長崎国際大学 講師 

      浦郷 淳先生 

1/24 今年度のまとめ 

2/28 

 

来年度に向けて 

 

6/14 事前研（１年） ※研究授業 

・１０月２６日（木）の公開授業 

上学年１クラス、下学年１クラス 

・公開授業前の提案授業の全校研 

６月（高学年）７月（低学年） 

〈講師〉 

□低学年  西部教育事務所             

中島 良太先生 

□高学年  長崎国際大学講師            

浦郷  淳先生 

 

※グループ研は 9月に実施予定 

     

 

 

 

6/28 専門部会 

7/ 5 

 

 

全校研（１年） 

講師：西部教育事務所 

中島 良太先生 

7/12 前期前半のふり返り 

7/19 専門部会 

8/ 2 

 

 

夏季休

業中 

 

・理論研究 

講師：長崎国際大学講師 

         浦郷 淳先生 

・10/26分指導案作成 

・専門部会 

・指導案検討会 

8/30 事前研（ ２ 年）（ ４年） 

9月 

 

G研究授業          

（２年）（４年） 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

９ 研究の構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校目標  

かしこく・正しく・たくましく ともにのびゆく能古見っ子の育成 

教師の願い 

自ら学びを切り拓く児童 

協力して解決する児童 

研 究 主 題 

 自ら学びを切り拓く児童の育成 
～ アクティブに学び合う学習過程の工夫を通して ～ 

児童の実態 

まじめに学習に取り組む 

児童同士で教え合うのが好き 

 

めざす子ども像 

○図・式・言葉を使って、自分の考えを表現する児童 

○自分の考えを伝え、わからないことは尋ねて、学び合う児童 

○1時間の授業を自分なりにまとめ、ふり返る児童 

 

 

 

授業づくりの工夫 

★ミッションタイム 

  …問題解決に向けて見通しをもたせる導入の工夫 

★アタックタイム 

  …児童が中心となり自由に学び合う展開の工夫 

★コンプリートタイム  

…毎時間の授業を大切にするまとめ・振り返り 

日常の 

学習指導の工夫 

 

○ノート指導の工夫 

○家庭学習の工夫 

○環境整備の工夫 



 

 

 

 

 

Ⅱ 研究の実際 



１ 授業づくりの工夫 

１ 学習過程の工夫 

教師の役割と出番を吟味し、児童の学びの自由度と時間と場を保障するために、学習過程の

見直しを図った。【表１】 

(1) ミッションタイム ：問題解決に向けて意欲と見通しをもつことができる導入  

(2) アタックタイム  ：児童が中心となって自由に学び合う展開 

(3) コンプリートタイム：毎時間の授業を大切にするまとめ・振り返り・補充完結 

                      

表１  学 習 過 程 

過程 学 習 活 動 教 師 の 役 割 

ミ
ッ
シ
ョ
ン 

○問問題を把握する 

・情報を処理し、データを

取り出す 

・マーキングする 

○見見通しをもつ 

○めめあてを設定する 

○問課題を焦点化する 

・既習と比較→見方・考え方を共有 

・問題提示を工夫する 

（情報過多・情報不足・フラッシュ等） 

○見見通しをもたせる。（解決方法・ツール・使用道具） 

→題意のイメージ化（図や絵、操作活動） 

○めまとめとリンクさせる 

ア
タ
ッ
ク 

○考考える 

・ノートに記入する 

・自由度のある対話をする 

（記録する…発表用） 

○考見守る・つなぐ・支援する 

・時間と場の設定 

・ルール作り 

・板書（ナンバリングなどで分類・整理） 

★自力＝自分から何とかしようとする態度 

全体…①吟味（考えの共有・確認） 

②整理（共通点・相違点） 

③深化（関連付け・修正・補充） 

リレー、再生、換言、要約 

コ
ン
プ
リ
ー
ト 

○ままとめる 

○ふ振り返る 

・まとめの説明、Ｑ＆Ａタイ

ム、類題が解ける 

○ま言葉をつなげる・キーワード（穴埋め・選択） 

○ふ納得解へ導く（達成感・成就感・有用感へ） 

・振り返りの視点を示す 

・時間を確保する 

２ 授業の取組 

(1) 板書について 【資料１】 

板書の仕方を統一し、ノートも同じように書くようにした。 

   ・左部…ページ、日付、単元名、時数、問題(黄)、めあて（赤）、まとめ（青） 

    ・右部…児童の考え 

 

 

 

 

 

資料１ 板書の例 



  (2) マーキングについて 

 問題文から問いを見つけ、問いの解決に必要な情報を取り出すことができるように、問題文

のマーキングの仕方を統一した。テストや他教科でも同様に行うことで、書き込む習慣や問題

文をしっかり読む習慣を身につけることができるように指導した。 

ア 線（アンダーライン）の引き方 

・聞いてある文に波線を引く。（答えの単位は□で囲む） 

・大切な文に直線を引く。（必要な数字と単位は○で囲む） 

イ 色ペンの使い分け 

・赤ペン ・・・ 「めあて」を囲む。丸付け、大切な言葉に線を引く。 

・青ペン ・・・ 「まとめ」を囲む。友だちの考えを付け加える。書き直し。 

 

(3) ノート指導について【資料２】 

  児童の書くことに対する抵抗感を少なくし、学年が上がっても同じようにノートを使うこ

とができるように全校で統一した。 

・欄外にページ、単元名、時数を書く。 

   ・見開き１ページを使う 

   ・左側は【まとめのページ】…学習内容を確認するためのページ 

    →問題・めあて・まとめ・ふりかえりを書く。 

   ・右側は【思考のページ】…丁寧さよりも、自分の考え（図・式・言葉）を書くためのページ 

    →自分の考え・友達の考えを付け加える（青ペン活用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 

めあて 

まとめ 

振り返り 

資料２ ノートの例 

図・式 

言葉 

【まとめのページ】 【思考のページ】 



(4) 自由度のある対話について 

    受け身ではなく自ら解決しようとする意識を高めたり、友達と交流する中で、ヒントを見    

つけたり自分の考えを修正したりすることができるように、自由度のある対話の時間を設定

した。 

 ア 児童のルール（例） 

① 最初は自分で考える。  

② 必要に応じて、友達のノートを見たり、質問したり、説明したりする。  

③ 答えを写す、答えを教えるのでなく、考え方や理由を話し合う。                   

④ 自分のノートに付け足す（加除修正）  

イ 教師の役割 

・全体での話し合いに向けて板書する児童・発表する児童を指名する。 

・児童の様子を見取り、個別指導や全体での話し合いや評価に活用する。  

・全体の対話活動では、問い返し・吟味・分類などを行い、思考の焦点化を図る。   

 



２ 指導の実際（１） 

令和４年度第４学年１組 算数科学習指導案 

日 時 ６月３日（金）５校時    

場 所４年 1組 教室（３０名） 

指導者  Ｔ１  

          Ｔ２  

１ 単元名 「垂直・平行と四角形」 

２ 単元とその指導について 

  （１）本単元は、学習指導要領、第４学年の２内容 B「図形」（１）ア（ア）「直線の平行や垂直の

関係について理解すること」、（イ）「平行四辺形、ひし形、台形について知ること」を受けて設

定された単元である。 

     図形については、第２学年で長方形、正方形、直角三角形、第３学年で二等辺三角形や正三

角形を学習してきている。本単元では、新たに２直線間の位置関係を考察する活動を通して、

垂直や平行の定義や性質の理解と作図技能を身に付けることをねらいとしている。さらに、直

線に向けられていた視点を直線で囲まれた形に移すことで、平行四辺形や台形、ひし形の学習

に入っていく。後にある「直方体と立方体」の単元での、立体の面や辺の垂直や平行の学習に

つなげていく。 

 （２）児童について 

     本学級の児童は、図形の学習として「角とその大きさ」の学習を第４学年に入って行ってい

る。いろいろな角度を読み取ったり作図したりする中で技能を身に付けてきた。しかし、正確

に作図することや、１８０度を越える角の大きさの調べ方、三角定規の角の大きさを覚えるこ

となどが定着していない児童も数名いる。学習内容の定着に時間がかかる児童も多いため、既

習事項の確認を繰り返し行うことが必要と考えられる。 

     また、意欲的に発言する児童が限られているため、そうでない児童も、ペアやグループで意

見を述べるなど、参加している意識をもたせたい。 

 （３）指導の工夫 

         本単元の指導にあたっては、「ミッションタイム」「アタックタイム」「コンプリートタイ

ム」の学習過程にそって進めていく。「ミッションタイム」の段階で、既習事項の確認を毎時

間行うことで、学習内容の定着に結び付けたい。また図形について調べる前には、平行や辺

の長さ・角の大きさ等の視点や調べ方を確認して見通しをもたせ、「アタックタイム」で自分

の考えが書けるようにしたい。「アタックタイム」の自力解決の時間にわからない時は、友達

に聞いたり教科書をヒントにしたりして自ら動くよう声をかける。全体交流の場では、図形

について見つけた特徴や定義を、実際に三角定規やコンパス・ものさしで調べたりする活動

を全体でもう一度行い、具体的な活動で実感できるようにしていく。また、新しい定義が出

てきた時は言葉で唱える時間を設け、学習内容の定着を図る。「コンプリートタイム」では、

学習したことを生かして練習問題を解き、どんな方法で解いたのかペアで伝えたりふり返り

で記述したりする時間を設け、理解度の確認を行い、次時につないでいきたい。 

 



３ 単元の目標と評価規準 

  （１） 単元の目標 

    ２直線の位置関係について、その交わり方に着目して垂直・平行の意味を理解し、四角形を平

行な辺の組で分類してその特徴を調べることを通して、四角形についての理解を深めるととも

に生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

  （２） 単元の評価規準 

  知 直線の垂直・平行の関係について理解している。 

  思 図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目し、図形の性質を見いだすとともにその性質

をもとに既習の図形をとらえなおして考えることができる。 

  主 平行四辺形、ひし形、台形などについて、数学的に表現・処理したことをふりかえり、多面的

にとらえ検討し、生活や学習に活用しようとしている。 

４ 学習計画（全１４時間 本時１１/１４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  実際の道路の交わり方を観察し、直線の交わり方を調べる。 

２ ２直線の関係と平行、平行と垂直の関係を理解する。さらに、身の回りから、

垂直・平行な直線を探す。 

３ 平行な２直線の性質を理解する。 

４ １組の三角定規を使って、垂直・平行な直線をかく。 

５ 長方形を作図する。 

６ 方眼紙上で２本の直線の平行・垂直関係のよみとりと作図をする。 

７ 台形と平行四辺形の分類と定義をする。定義に基づき、台形・平行四辺形を

さがす。 

８ いろいろな平行四辺形を調べ、その性質を理解する。 

９ 平行四辺形を作図する。 

10 ひし形の定義と性質を理解し、ひし形を作図する。 

11(本時） 対角線を定義し、平行四辺形、ひし形の対角線の性質を理解する。 

12 ひし形、長方形を三角形分割し、考察する。 

13 平行四辺形の敷き詰めを考える。 

14 学習をふり返る。 



５ 本時の指導（本時１１/１４） 

 （１）本時の目標 

対角線について知り、平行四辺形やひし形の対角線の交わり方を調べ、その性質を理解する。 

 （２）展開 

過

程 

学習活動 指導上の留意点 

（〇）Ｔ１（●）Ｔ２（♦）評価 

備考 

ミ 

ッ 

シ 

ョ 

ン 

○10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 

タ 

ッ 

ク 

○25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 既習事項を振り返る。 

  

 

２ 「対角線」について知る。 

  対角線を引く。 

   

 

 

 

 

 

 

 

３ めあてをもつ。 

 

 

４ 見通しをもつ。 

台形を例に考える。 

・対角線の長さ 

・対角線の交わる角度 

（コンパス、定規、分度器、三

角定規で） 

 

５ 自分の考えをもつ。 

（１人でタイム→友達タイム） 

 

・三角定規や分度器を使って、

垂直かどうかを確認する。 

・コンパスやものさしを使っ

て、長さを確認する。 

・他のひし形・平行四辺形でも

同じことがいえるか調べる。 

 

 

〇既習事項を確認するために、平行四辺

形とひし形を提示し、性質（辺の長さ・

角について）を問う。 

〇平行四辺形とひし形の向かい合う頂

点を結ぶよう指示する。 

●対角線を引くことができていない児

童には、指で示しながら書くよう促

す。 

〇引いた直線を「対角線」と言うことを

伝える。 

〇平行四辺形とひし形の辺や角にはき

まりがあったことを確認し、対角線に

ついてもきまりがありそうか問いか

けて、めあてにつなぐ。 

 

 

 

〇調べる視点をもたせるために、何を調

べるとよいか問う。 

〇どこを調べているかわかりやすいよ

うに、２本の対角線を色分けする。 

〇どんな道具を使って調べると良いか

考えるため、提示した台形について確

認する。 

〇同じ長さの所や直角の所に印を付け

たり、角度を書き込んだりするよう声

をかける。 

〇気付いたことをノートに書くよう伝

える。 

〇平行四辺形とひし形を１つずつ調べ

た児童には、もう一組のひし形と平行

四辺形についても同じことがいえる

か調べるよう声をかける。 

●何も書けていない児童には、角度や対

電子黒板 

 

問題を印刷

した紙 

（児童用、板

書用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○め平行四辺形とひし形の対角線のきまりを調べよう。 



 

 

 

 

コ 

ン 

プ 

リ 

｜ 

ト 

○10 

 

（全体） 

調べたこと・気付いたことを出

し合う。 

・２本の対角線の長さは違う。 

・交わる点で、対角線はちょう

ど半分になる。 

・ひし形の対角線は垂直に交わ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

７ 問題をとく。 

・長方形と正方形の対角線につ

いて調べる。 

・対角線から図形を予想する。 

 

 

 

 

 

 

 

８ ふり返りを書く。 

角線の一部を指さして、測ってみるよ

う促す。 

〇平行四辺形→ひし形の順で、長さと角

度を、一つ一つ確認する。その際、実

際に前に児童が出て道具を用いなが

ら説明するよう促す。 

〇特徴が理解しやすいように、直角の所

や、同じ長さの所に印をつけて板書す

る。 

〇２つの図形の対角線について、同じと

ころと違うところを問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇児童から出てきた言葉を使ってまと

める。 

〇板書から、特徴につながる言葉を取り

出すよう伝える。 

〇ノートに長方形と正方形をかいて対

角線をかきこみ、対角線の特徴につい

て調べるよう伝える。 

●図を描くことができない児童には、長

方形・正方形の特徴を問いながら、描

くよう支援する。 

〇正方形と長方形の対角線について気

付いたことを問う。 

〇対角線のみを見せて、何の図形かを問

う。ペアで理由を言うように指示し、

理解を確認する。 

〇今日の学習でわかったことやできる

ようになったことを書くように伝え

る。 

○ま・平行四辺形の２本の対角線は、それぞれの真ん中の点で交わる。 

 ・ひし形の２本の対角線は、それぞれの真ん中の点で垂直に交わる。 

♦直角や同じ長さの所に印を付け、対角

線のきまりに気付いている。 

【思・判・表】＜ノート・発言＞ 

→印を付けていない児童には、調べる

場所（長さや角度）について、指さし

て、どの道具を使うか問いながら、調

べるよう促す。 



６ 板書計画 

6/3 垂直・平行と四角形⑪ Ｐ．81 

                 

 

 

 

○見      ○考   

対角線の長さ 

対角線の交わる角度 

三角じょうぎ 

分度器 

コンパス 

じょうぎ 

 

 

 

 

７ 学習の様子及びワークシート等  

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○め平行四辺形とひし形の対角

線のきまりを調べよう。 

○ま・平行四辺形の２本の対角線は、そ

れぞれの真ん中の点で交わる。 

 ・ひし形の２本の対角線は、それぞ

れの真ん中の点で垂直に交わる。 

・垂直には交わらな

い。 

・真ん中から頂点ま

での長さは等しい。 

・垂直に交わる。 

・真ん中から頂点ま

での長さは等しい。 

資料１ 本時の板書  

資料３ アタックタイム  資料２ アタックタイム  



考察（成果と課題） 

 

成果 課題 

ミ
ッ
シ
ョ
ン 

・スライドを活用して、本時のゴール（対

角線だけで何の図形かわかるようになる）

を示したことで、意欲を高めることができ

た。 

・「対角線」の定義がまだ入っておらず、どこ

を測るか分かっていない児童が多かった。対

角線をみんなで引いたり、対角線のみにした

スライドを提示したりすると焦点化できた 

ア
タ
ッ
ク 

・使用する道具を確認していたので、取り

かかりが早かった。 

・対角線を色分けして板書したことで比

較したり説明したりしやすくなった。 

 

・どこを調べるか分かっていない児童がいた

ので、ヒントカードを用意する必要があった。 

コ
ン
プ
リ
ー
ト 

・教師が提示した対角線から何の図形か

考え、ペアで根拠を説明する時間を設けた

ことで、考えを言語化することになり、児

童の理解を深めることにつながった。 

・対角線から図形を予測させた後、対角線に正

解の図形を当てはめて確認する作業は良かっ

たが、全ての図形の提示はできなかったので、

全部確認できると良かった。 

 



令和４年度第３学年 1組 算数科学習指導案 

日 時 ９月９日（金）５時間目 

児 童 ３年１組 ２７名    

場 所 ３年１組 教室        

指導者   T１           

T２            

１ 単元名 「あまりのあるわり算」 

２ 単元とその指導について 

(1)  単元について 

本単元は、学習指導要領、第 3学年の算数科の内容「Ａ 数と計算」の（４）「除法の意味に

ついて理解し、それを用いることができるようにする。」を受けて設定された単元である。本単

元では、「あまりのあるわり算のしかた」「あまりを考えて」の２つの小単元からなっている。

既習のわり切れるわり算と同様にかけ算九九を用いれば計算できることや、あまりはわる数よ

りも小さくなることをとらえることができるようにすることがねらいである。また、あまりに

ついてのとらえ方を深め、場合に応じたあまりの処理ができるようにし、日常生活の様々な場

面でも使えるようにすることもねらいとしている。 

(2)  児童について 

本学級の児童は、わり算を九九と上手くつなぎ合わせ、問題に取り組むことができている児

童が多い。しかし、かけ算の逆算を考えるという応用的な発想を苦手としている児童も見られ

る。レディネステストをした結果、基礎的な計算力を必要とする計算問題では、約 8割の児童

が理解していたが、文章題や文章作成問題などの応用的な問題では、半分以上が不正解だっ

た。このことから、分かったことを伝えたり、応用したりする問題に課題が見られる。本単元

は、あまりについて学び、それを活用する問題を取り扱うので、問題をしっかりと理解し、自

分の考えを伝える力を習得するのに有効なものと考える。 

(3)  指導について 

本単元の指導にあたっては、「ミッションタイム」「アタックタイム」「コンプリートタイム」の

学習過程にそって進めていく。「ミッションタイム」の段階では、既習事項の確認を毎回行うこと

で、学習内容の定着に結び付けたい。また、問題文に対してマーキングを行い、問われているこ

とを明確にして「アタックタイム」につなげたい。「アタックタイム」では、それぞれが求めやす

いやり方で行えるよう、図や言葉を使うよう声掛けを行う。自力解決の時間で分からない時には、

これまでのノートや教科書を見直してヒントを見つけて求められるよう支援する。友達の考えを

見て、自分の考えを広げたり深めたりする場として、良い考え方ができている友達のものを参考

にするよう声掛けで取り上げていく。全体交流の場では、図や言葉を使って友達に分かりやすく

伝えることができるよう発問を行い、児童の考えを関連付けて共有して答えを求めていきたい。

「コンプリートタイム」では、学習したことを生かして練習問題を解き、なぜその答えになるの

かペアで伝えたり、振り返りで自分の考えを見直す時間を設けたりして、自分の定着度の確認を

行い、次時につないでいきたい。 

 



３ 単元の目標と評価規準 

(1) 単元の目標 

余りのあるわり算について、あまりの意味やその計算の仕方を理解し、わる数と余りの大きさ

の関係をとらえたり、場面に応じて余りを処理したりできるようにするとともに、生活や学習

に活用しようとする態度を養う。 

(2) 単元の評価規準 

知 余りのあるわり算の計算の仕方が分かり、その計算ができる。また、場面に応じて、余り

を的確に処理することができる。 

思 わり算の意味に基づいて、余りのあるわり算の答えの求め方を考えることができる。ま

た、わる数と余りの大きさの関係をとらえることができる。 

主 余りのあるわり算の問題に進んで取り組もうとする。 

 

４ 学習計画（全８時間 本時６/８） 

１ 物を分けるとき、あまりが出ることを知り、そのような計算方法を考えていくという課題

をつかむ。 

２ わり算の意味に着目し、あまりはわる数より小さくなることを理解する。 

３ 等分徐であまりのあるわり算の意味を理解する。 

４ あまりのあるわり算の答えの確かめをする。 

５ 学習内容を確実に身につける。 

６（本時） 問題場面のあまりの意味に着目し、あまりを切り上げて処理する問題を理解して活用す

る。 

７ 問題場面のあまりの意味に着目し、あまりを切り捨てて処理する問題を理解して活用す

る。 

８ 学習内容の理解を確認する。 

 

５ 本時の指導（本時６/８） 

（１） 本時の目標 

 問題のあまりの意味に着目し、あまりを切り上げて処理する問題を処理することができる。 

（２）展開 

過程 学習活動 
○指導上の留意点 ◆評価 備

考 T1 T2 

ミ 

ッ 

シ 

ョ 

ン 

⑩ 

 

 

１ 前時の振り返りを行う。 

２ 問題を知る。 

 

 

 

 

 

 

○前回の振り返りを共有する。 

○問題にマーキングをするよう声

掛けを行う。 

○立式を行い、式の答えまで全員

で導く。 

○答えが何か式から考えるよう指

示する。 

 

 

○書くことが苦手

な ETや UKなど

にマーキングを

行うよう支援す

る。 

 

 

電

子

黒

板 

 

 

問

題

○問 27人の子どもが、長い

す１きゃくに 4人ずつすわ

っていきます。みんなすわ

るには、長いすが何きゃく

いりますか。 



 

 

 

 

 

 

                

ア 

タ 

ッ 

ク 

⑳                 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ 

ン 

プ 

リ 

 

ト 

⑮ 

３ 見通しをもつ。 

式 27÷４＝６あまり３ 

答え     ６きゃく？ 

6きゃくあまり３きゃく？ 

７きゃく？ 

・あまりをどうすればよいか 

 

４ めあてをもつ。 

 

 

５ 自分の考えをもつ。 

・今の時点での意思表示をハ

ンドサインで行う。 

・図や式を使って答えがどう

なるのか考える。 

（自力解決→全体交流） 

 

 

 

 

 

・図を全体で共有して全体で

考えを整理する。 

 

 

 

 

 

６ まとめる。 

 

７ 練習問題を解く。 

・P.111の△3  

・ペアで説明する。 

 

 

 

８ 振り返りを書く。 

 

 

○あまりをどのように扱えばよい

のかということに焦点を向け、

めあてにつなげる。 

 

 

 

 

 

○アタックタイムに入る前に、こ

の段階でどの程度求められそう

か、ハンドサインで意思表示を

行うよう指示する。 

○分からない児童には、ノートや

教科書を見直すよう支援する。 

○分からない児童には、数の単位

を書いてあまりの意味を考える

よう支援する。 

○すでに求め終わっている児童に

は、別の方法でも考えてみるよ

う促す。 

○分かりやすい考え方など見つけ

れば、より多くの考えに触れて

参考にするよう声をかける。 

○全体で児童の考えを共有して、

図や式、言葉の関連付けを行っ

ていく。 

 

 

 

○問題文の大事な言葉「全部」に

注目して考えるよう支援する。 

○問題の意味を理解し、ペアで説

明し合い、学習の理解度を確認

する。 

 

 

○今日の学習で分かったことやで

きるようになったことを書くよ

うに伝える。 

○出された考えに

対して、疑問を

もたせるような

発問を行う。 

 

 

 

 

○かけてない児童

には、問題文の

「みんなすわ

る」に着目し、

答えを求めるよ

う促す。 

○文章理解や考え

を書くのが苦手

な UKや SS、

ST、KKなどを中

心に支援を行

い、自分の考え

が持てるよう声

掛けを行う。 

を

印

刷

し

た

紙 

―
 

○め あまりをどうすればよいかを考えよう 

○まみんなすわるために、あまりの人の分も１きゃくも足すとよい。 

◆あまりの意味に着

目し、あまりを切り上

げて処理することを

図や表で説明してい

る。【思・判・表】〈ノ

ート・発言〉 

→あまりの処理の仕

方を考えさせる。 

    →まったくわからない 

    →なんとなくわかるが、

説明はできない 

    →説明できる 



６ 板書計画 

9/9 あまりのあるわり算⑥ P.111 

                   ○考 

                    

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

７ 学習の様子及びワークシート等 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 児童のノート                 資料２ アタックタイムの様子 

８ 考察（成果と課題） 

 成果 課題 

ミ
ッ
シ
ョ
ン 

・自ら進んでマーキングを行い、必要な言

葉・数を見つけることができていた。 

・問題の内容を問いながら、どのような図

になるか確認していくことで問題を整

理することができた。 

・提示の時に、問題場面がイメージできない児童に

はなかなか難しかったので、より日常的な問題に

なる 

ように工夫した提示をするべきだった。 

ア
タ
ッ
ク 

・児童たちが自らの考えを出し合って理

由を教え合う姿が見られた。 

・具体物操作できるスペースやヒントカードのよ

うなものを設けておけばよかった。戸惑っている

児童の自力解決にもつながると感じた。 

コ
ン
プ
リ
ー
ト 

・あまりをどうすればよいのか話し合っ

て解決することができていた。理解が

十分でない児童と学びあう様子が見ら

れて学び合いの姿が見られた。 

・練習問題の十分な時間を取ることができず、理解

できたかをその時間で見ることができなかった。 

 

○問 27 人の子どもが、長いす１きゃ

くに 4人ずつすわっていきます。みん

なすわるには、長いすは何きゃくいり

ますか。 

○見・図を使って 

 ・言葉を使って 

○めあまりをどうすればよいかを考え

よう 

○まみんなすわるために、あまりの人の

分も１きゃくも足すとよい。 

式 27÷４＝６あまり３ 

答え ６きゃく    ？ 

６きゃくあまり３？ 

７きゃく    ？ 

みんなすわるための１きゃく 

あまりの人もすわるための１きゃく 



２ 指導の実際（２） 

令和５年度第１学年１組 算数科学習指導案 

                                                               日  時 ７月５日（水）５校時 

                                      児童数 17名 

                                                               場 所  １年１組 教室 

                                                               指導者 Ｔ１  

                                                                       Ｔ２  

１ 単元名   「ひきざん（１）」 

 

２ 単元とその指導について 

（１） 単元について  

本単元は、学習指導要領、第１学年の２内容 A「数と計算」（２）ア（ア）「加法及び減

法の意味について理解し、それらが用いられる場合について知ること。」（イ）「加法及び

減法が用いられる場面を式に表したり、式を読み取ったりすること。」（ウ）「１位数と１

位数との加法及びその逆の減法の計算が確実にできること。」イ（ア）「数量の関係に着目

し、計算の意味や計算の仕方を考えたり、日常生活に生かしたりすること。」を受けて設定

された単元である。  

生活の中の具体的な場面から減法の場面を見出し、それらを式に表したり、確実に計算し

たりできるようにすることをねらいとしている。減法には、「残りの数」を求める求残、

「部分の数」を求める求部分、「ちがい」を求める求差の場面がある。問題と数図ブロック

を取り去る操作が一致し、イメージしやすい求残の場面から入り、求部分、求差でもたし算

と同様、具体物や数図ブロック操作と言葉を関連づけながら繰り返し表現することで、減法

の意味を理解できるようにする。 

そして今後、学習する「３つの数の計算」や「繰り下がりのあるひき算」につなげていく。 

 

（２） 児童について 

本学級の児童は、算数について「好き」「だいたい好き」と答えている児童が 100％で、学

習意欲が高く、進んで発表できる児童が多い。その反面、発表する児童は決まっていて、自

信がないために全く挙手しない児童が数名いる。また、ノートをとる際に、ひらがながスム

ーズに書けなかったり、友達タイムでは自分の考えをなかなか話せなかったりする児童もい

る。前々単元「いくつといくつ」では、ブロック操作で数の合成・分解を学習した。レディ

ネステストとして、10がいくつといくつになるかの問題に取り組ませたところ、指を使って

はいるものの指の操作が分からないでいたり、図を数えて答えを求めたりしている児童も数

名いた。そのため、ブロック図と言葉を関連づけて繰り返し表現させたり、家庭学習におい

て算数音読を取り入れたりして手立てをとった。前単元「たしざん」では、「合わせて」

「みんなで」「全部で」「ふえると」という言葉があれば「手はガッチャン」という合言葉

を使って「ブロックを合わせる」操作をして、たし算の式になることを学習してきている。

本単元でも、ブロック操作と言葉での表現を通して、減法の意味を正確に理解させた上で取

り組ませたい。 

 

（３） 指導について 

本単元では、「ミッションタイム」「アタックタイム」「コンプリートタイム」の学習過

程に沿って進めていく。「ミッションタイム」で、課題把握のために挿絵を活用し、ブロッ

ク操作への見通しをもたせる。また、既習事項である第１単元の「なかまづくりとかず」の

学習で個数の多少を１対１対応の方法で比べたことを想起させることで、引き算への見通し

をもたせる。さらに「アタックタイムでは、ブロック操作と場面を表す言葉、式を関連づけ

ながら解決に向かわせたい。まず、自力解決で取り組み、その後、友達タイムや全体交流で



考えを深めていく。その際にも、必ず場面を表す言葉を言いながらブロックを操作させる。

「コンプリートタイム」では、ふり返りを自分の言葉で言ったり、友達の考えのよさを見つ

けさせたりしたい。また、単元を通して、書くことへの負担を減らすために、ワークシート

を作成し、活用する。 

 本時の学習では、まず「ミッションタイム」で、メロンとスイカの挿絵を使って視覚的に

問題把握できるようにする。前時の学習の求差の学習では、ブロックを使って１対１対応で

比べたことを確認し、見通しをもたせる。「アタックタイム」では、前時のようにブロック

を操作して考えることを確認し、自力解決に取り組ませる。その際に、メロン６個分のブロ

ックからスイカ２個分のブロックを「取る」ことで、残ったブロックの数だけメロンが多い

ことに気付かせる。よって、減法の式６－４＝２が成り立つことを確実に理解させたい。Ｔ

２は、自力解決が難しい児童も多いことから、一緒にブロックを動かすなどの支援を行う。

友達タイムや全体交流では、ブロック操作の意図を「なぜそのように動かしたの」などの声

かけをして話し合いに生かしたい。その際、Ｔ２は、児童の言葉を補足したり、質問をした

りして話し合いを促す。「コンプリートタイム」では、練習問題を一緒にすることで、理解

の定着を図りたい。さらに、ふり返りを自分の言葉で表現させたり、友達の考えのよさを見

つけさせたりしたい。 

 

３ 単元の目標と評価基準 

（１） 単元の目標       

ひき算について、式の読み方、書き方を知り、数図ブロックや計算カードを用いた活動

を通して、（１０以下の数）－（一位数）の計算ができるようにするとともに、よさや楽

しさを感じながら学ぶ態度を養う。 

 

（２） 単元の評価基準 

 

知 ひき算が用いられる場面やひき算の記号や式の読み方、書き方、計算の仕方を理解し、求 

残、求部分、求差の場面を数図ブロックで操作し、ひき算の式に表して答えを求めること

ができる。 

 

思 求残、求部分、求差の場面を同じひき算と考えることができる。 

 

主 求残、求部分、求差の場面をひき算の式に表すよさを知り、進んで式に表し、差を求めよ  

うとする。 

 

４ 学習計画（全１０時間 本時 ７／１０）  

次 時 学 習 活 動 

１ 

１ 数図ブロックを操作し、求残の場面を理解する。 

２ ひき算の式を知り、求残の場面をひき算の式に表して、答えを求める。 

３ 数図ブロックを操作し、求部分の場面をひき算の式に表して、答えを求める。 

２ 
４ ひき算のカードを使って、ひき算について習熟する。 

５ カード遊びを通して、ひき算の計算に親しむ。 

３ 

６ 数図ブロックを操作し、求差の場面を理解する。 

７（本

時） 

数図ブロックを操作し、求差の場面をひき算の式に表して、答えを求める。 

８ 「ちがい」という用語による求差の場面を理解し、答えを求める。 



４ ９ ひき算の問題を読んで、ひき算の式に表し、答えを求める。 

５ １０ 絵を見て、たし算やひき算の式になる話を作る。 

 

５ 本時の指導（本時 ７／１０） 

（１）本時の目標 

   「いくつ多いかを求める」場面でも、ひき算の式に書いて答えを求めることができる。 

（２）展開 

時 学習活動 
指導上の留意点 ◆評価基準 

T１ T２ 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
⑦ 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

ア
タ
ッ
ク
タ
イ
ム
㉕ 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

コ
ン
プ
ー
ト

タ
イ
ム
⑬ 

１ 前時までを振り返り、

本時の問題を知る。 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを確認す 

  る。 

 

 

３ 見通しをもつ。 

 めろん６こ すいか２こ 

めろんのほうが なんこお

おいですか。 

・おおいのは、めろん。 

・ぶろっくを６こ（オレ

ンジ）と２こ（青）な

らべる。 

 

 

４ 自分の考えをもつ。 

（１人でタイム→ 

友達タイム） 

 

 

（全体） 

・オレンジを２個動かし

て 式を立てる。 

 ・両方とも重ねて２個、 

動かして式を立てる。 

・オレンジと青を縦に並

べて一緒に２個動かし

て式を立てる。 

 

 

 

５ まとめる。 

・すいかの分２個を 

○求残や求部分の学習をしたこと

を振り返る。 

○はてなボックスの中から挿絵を

出し、関心をもたせる。 

○挿絵を提示し、視覚的に問題把

握できるようにする。 

 

 

 

 

○大切な数字や問いにマーキング

する。 

○メロンとスイカでは、どちらが

多いか確認する。 

○メロンとスイカの挿絵をどう動

かしたらよいか考えさせる。 

○前時でブロックを使い、１対１  

 対応して比べたことを確認す

る。 

 

○数図ブロックに置き換え、操作

させる。 

○なぜそう動かしたのかを問い、

考えを整理させる。 

○「２個取る」という操作をさ

せ、それがひき算の式になるこ

とに気付かせる。 

○ペアで言葉を言いながらブロッ

クを操作させ、考えを交流させ

ることで自信につなげたり、友

達の考えを知ったりさせる。 

○自分の考えをブロック操作をし

ながら発表させる。 

○「多い数から少ない数をひく」

ことをおさえる。 

 

○青（スイカ）のブロックがオレ

ンジ（メロン）のブロックに置

 

 

 

 

 

 

○机間指導により、めあてが書

けていない児童（NK、TA）

の支援をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇机間指導をして、ブロック操

作でつまずいている児童

（TA、NK、HS、MK、YK

など）には、一緒にブロック

を動かして支援する。 

〇なぜそうしたのか問い、理解

を深める。 

○ブロック操作をして「２個取

る」ということに気付かせ

る。 

○児童の言葉を補足したり、質

問したりして話し合いを促

す。 

○立式でつまずいている児童に  

 は、ブロック操作をしながら

支援をする。 

 

 

○めいくつ おおいかを しきに かこう。 

めろんのほうが  

なんこ おおいですか。 



「ばいばいする」「取

る」 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 練習問題２を解く。  

 

 

 

７ 本時の学習を振り返

り、次時への見通しを

もつ。 

き換わっていることを確認す

る。 

 

○「取る」こともひき算の式にな

ることを知らせる。 

 

 

 

 

 

○大切な数字や問いに印をつけさ 

 せ、ブロックを動かしてから、

一緒に課題解決していく。  

 

○ふり返りを発表させる。 

○次時では、「ちがいはいくつ」

について学習することを伝え

る。 

 

 

 

◆数図ブロックを操作し、ひき

算の式に表し、答えを求めるこ

とができる。【知・技】〈ブロ

ック操作・ワークシート〉→友

達の考えを用いて、自分の考え

を導き出せるように促す。 

 

○個別指導を行う。 

 

 

 

○ふり返りの視点を与える。 

・がんばったこと 

・大事だと思ったところ 

・初めて知ったこと 

・友達のよかったところ 

 

６ 板書計画 

 

 

 

 mo 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆授業の視点（アクティブに学び合う学習過程の工夫） 

ミッションタイム アタックタイム コンプリートタイム 

・はてなボックスの中か

ら、挿絵を出し、関心を

もたせた。  

・挿絵を提示し、視覚的に課

題把握できるようにし

た。 

・自力解決においてブロック操作をし

ながら取り組ませ、「なぜ、そのよ

うに動かしたの」とゆさぶりをか

け、考えを整理させた。 

・つまずいている児童には、一緒にブ

ロック操作をして支援した。 

・理解の定着を目指し、練

習問題に一斉に取り組ん

だ。 

・ふり返りを、視点を与え

て発表させた。 

7/5 ひきざん（１）                              

57 ぺえじ              か              れ                    

                              

     ６こ       ２こ 

めろん ６こ すいか２こ                         

めろんのほうがなんこおおいですか。                   

                                                           

め いくつおおいかをしきにあらわそう。      

                

み ・おおいのは、めろん。         しき ６－２＝４                   

・ぶろっくをつかってかんがえる。    こたえ ４こ       

                                

ま                     

 い しき ９－６＝３ 

                        こたえ  ３ぼん 

                                         

 

   

                      

                       

 

 

 

 

 
  

いくつ おおいかのときも 

ひきざんのしきになる。 

  

○まいくつ おおいかのときも ひきざんのしきになる。 

あ しき ８－３＝５ 

こたえ ５ひき 

  さしえ 

８ひき ３びき 

さしえ 

６ぽん ９ほん 

 

も 



７ 学習の様子及びワークシート等 

      

【資料１ アタックタイムの様子（友達タイム）】          【資料２ アタックタイムの様子（全体学び）】 

  

【資料３ ワークシート】               【資料４ 本時の板書】 

 

８ 考察（成果と課題） 

 成果 課題 

ミ
ッ
シ
ョ
ン 

・はてなボックスの中から挿絵を取り出したこ

とで、本時の学習に関心をもたせることがで

きた。 

・挿絵を提示したり、マーキングをさせたりし

たことで、視覚的に問題を把握し、見通しを

もたせることができた。 

・1 年生の発達段階を考慮して、板書計画と同

じ形式のワークシートを作成し、書くこと

への負担を減らすようにしたが、今後はノ

ートに自分の考えを書けるようにしていき

たい。 

ア
タ
ッ
ク 

・単元を通して、数図ブロックを使って自力解

決した後、友達タイムでブロック操作をしな

がら言葉での説明をし合ったことで、「ブロ

ックを取る」ことがひき算の式になると理解

することができた。また、友達タイムをした

ことで、自分の考えに自信をもったり友達の

考えを知ったりすることができた。 

・本時では、ブロック操作をして答えを見いだ

せていたものの言葉で説明することが難し

かった。前時で行ったブロックでの 1 対 1

対応を本時でも確認し、ちがいを理解させ

る必要があった。 

・児童の実態に応じて具体物やブロックでの

操作を十分に行わせた上で、立式につなげ

る必要がある。 

コ
ン
プ
リ
ー
ト 

・練習問題も挿絵を提示したり、マーキングを

させたりして、場面把握しながら取り組んだ

ことで、答えの見通しをもつことができた。 

・T２が誤答を提示し、ゆさぶることで考えを

深めることができた。 

・視点を与えたことで、めあてやまとめに沿っ

たふり返りを発表することができた。 

・最初に出てきた数字を先に書いて立式して

いる児童がいたので、小さい数からは引け

ないことをブロックを使って確認する必要

があった。 

・理解の定着を図るために、具体物や数図ブロ

ック操作、言葉での説明、式を関連付けて指

導していくことが大切である。 

 



令和５年度第５学年１組算数科学習指導案 

日 時 ６月１日（木）５校時 

                               場 所 ５年１組教室 29名         

                               指導者 T１      

T２      

１ 単元名  「小数のわり算」 

２ 単元とその指導 

(1) 単元について 

 本単元は、学習指導要領、第 5学年の２内容 A「数と計算」(3)ア(ア)「乗数や除法が小数で

ある場合の小数の乗法及び除法の意味について理解すること。」（イ）「小数の乗法及び除法の

計算ができること。また、余りの大きさについて理解すること。」を受けて設定された単元で

ある。 

第４学年「小数のかけ算とわり算」では、被除数が小数である場合の除法について、計算の

仕方を考え、その計算ができるようになった。本単元では、除数が小数である場合の除法の意

味について理解し、その計算の仕方を考え、それらの計算ができるようにする。除数が小数の

場合でも、除法を用いることができるように、小数でわるわり算は、等分のイメージから単位

量（１に当たる大きさ）を求める計算であると意味を理解することが必要である。 また、等

分した 1つ分を求める計算から、１あたりの大きさを求める計算を活用し、純小数でわると商

は被除数よりも大きくなることを理解させる。さらに、小数のわり算の筆算について学び、わ

り算の性質の理解を深めて、今後の学習につなげたい。 

(2) 児童について 

 本学級の児童は、これまでに「小数のかけ算やわり算」の単元で小数×整数、小数÷整数の

学習を第 4学年に行っている。第 5学年では、「小数のかけ算」で整数×小数や小数×小数に

ついて学習してきた。乗数が小数になった場合の計算方法についてそれぞれ考えてきた。レデ

ィネステストをした結果、多くの児童が小数÷整数の計算方法を身につけ、問題を解くことが

できていた。しかし、１あたりの大きさについて計算は合っていても小数点の位置を上手く捉

えることができずに悩む児童がいた。また、小数÷整数の筆算では、わり算の性質を理解でき

ず、小数点の位置を戸惑う児童もいることが分かった。 

(3) 指導の工夫 

 本単元の指導にあたっては、「ミッションタイム」「アタックタイム」「コンプリートタイ

ム」の学習過程に沿って進めていく。数の関係を正しく捉えさせるために数直線や関係図を使

って、課題解決につなげていく。「ミッションタイム」の段階では、4年時で学習した小数×整

数、小数÷整数の学習内容を確認しながら、見通しをもたせ学習を進めていく。「アタックタ

イム」では、まず自力解決に取組み、その後友達タイムや全体タイムを通して学び合いを行

う。ヒントカードを準備したり、児童から出ない考えを T2が紹介したりするなどして、多様

な考えを出させたい。学び合いの場では、友達の考えの良いところを発表させたり、疑問に思

った事を質問させたりして学びに繋げていく。「コンプリートタイム」では、なるべく児童の

言葉で学習のまとめをする。その後、学習した内容を生かして練習問題に取り組み、定着を図

る。  



本時では、除数が小数である計算の解き方としてどんな方法が解きやすいのか全体で話し合

い、考えやすい方法を見つけ、課題解決を行う。「ミッションタイム」では、96÷2.4のおおよ

その商について見当をつけさせる。さらに、4年時の学習より、除数が整数の場合には課題解

決ができることを振り返らせ見通しをもたせる。「アタックタイム」では、見通しをもとに自力

解決に取り組ませる。考えられる解決方法としては、①0.1ｍ分の値段を考えてから１ｍ分を求

める方法 ②24ｍの値段を出してから１ｍ分の値段を求める方法、③わり算の性質を使って被

除数・除数ともに 10 倍してから計算する方法が考えられる。どの考えも整数に帰着して考えて

いることに気付かせ、最終的には、わり算の性質を使った被除数、除数共に同じ数をかけて整

数にして計算することが簡潔な方法であることに気付かせたい。①、②、③のそれぞれの考え

に導くヒントカードを用意し、T2が自力解決の難しい児童や別の考えに取り組む児童に渡すよ

うにする。自ら友達に聞きに行ったり、ヒントカードを使って考えたりして取り組ませる。早

く解き終わった児童は、解決の見通しがもてない児童に教えに行き、学び合いを行えるように

していく。全体発表では、発表ボードに発表したい児童が自分の考えを書いて発表を行い、出

てこなかった考え方を T2が紹介をする。その後、児童にはどの考えがわかりやすかったのか発

表させ、全員でどの方法がよいか話し合う。最後にはわり算の性質を使った計算が簡潔な方法

であるという事に気づかせたい。「コンプリートタイム」で、練習問題を解く際には、早く解き

終わった児童が他の児童に教えに行くことで学び合いの場を作る。また、振り返りを記述する

時間を設け、理解度の確認を行い、次時につなげられるようにしていきたい。 

３ 単元の目標と評価規準 

（1） 単元の目標 

 小数でわる計算について、その意味や仕方を考えたり説明したりすることを通して小数の

わり算になる場面をとらえて計算できるようにするとともに、生活や学習に活用しようとす

る態度を養う。 

(2)  単元の評価規準 

知 小数の除法の意味やその仕方を理解し、小数の除法計算ができる。 

思 小数の除法の意味やその仕方について、既習の整数の場合をもとにしたり、小数の仕組みや

計算のきまりをもとにしたりして考えることができる。 

主 図を用いたり、小数の仕組みや計算の決まりを用いたりして、小数の除法の意味とその計算

の仕方を考えようとする。 

４ 学習計画（全 14時間 本時２/14） 

次 時 学習活動 

１ 

1 
・既習事項をふまえながら、日常の中で(整数)÷(小数)になる場面を考える。 

・(整数)÷(帯小数)の立式をする。 

2（本時） ・(整数)÷(帯小数)の計算の仕方を考え、説明する。 

3 
・(整数)÷(純小数)の立式をし、その計算の仕方を考え、説明する。 

・除数と商の大きさの関係について話し合い、まとめる。 

２ 

4 ・(小数)÷(小数)の立式をし、その計算の仕方を考え、説明する。 

5 ・(小数)÷(小数)の計算を筆算で行い、その仕方を理解する。 

6 ・(小数)÷(小数)でわり進む筆算、÷3.14の筆算の仕方を理解する。 



 

５ 本時の指導（2/14） 

(1) 本時の目標 

見通しを立てて、整数を小数でわる計算の仕方を考えたり、説明したりすることができる。 

(2) 展開 

時 

学習活動 
指導上の留意点◆評価規準 備

考 T1 T2 

 

ミ 

ッ 

シ 

ョ 

ン 

タ 

イ 

ム 

⑩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 

タ 

1． 問題を知る。 

 

 

 

2．めあてをもつ。 

 

 

3．見通しをもつ。 

・答えの見通しをもつ。 

おおよその商の大きさを考える。 

・解決の見通しをもつ。 

整数×小数の方法と同じ 

すべて整数にすれば解ける。 

 

 

 

 

 

4．自力解決をする。 

○前時のわる数が

小数でも整数と同

じように立式でき

ることを確認し、

本時は、前時の問

題を計算すること

を目的とするよう

意識付ける。 

 

 

○児童が答えを求

められるように商

が 32～48の間の

大きさになること

をおさえる。 

○これまでに学ん

だ計算方法を考

え、使えそうな考

え方を共有する。 

 

 

○１つの考えがで

○机間指導によ

り、 問題文が書

けていない児童

（NTや SHなど）

の支援をする。 

 

 

 

 

 

○NK、OHや YNな

ど解決が難しい

児童への支援を

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

○自力解決が難

 

7 ・わり進む場合の筆算の仕方を理解し、わり切れないときの商を概数で表す。 

8 ・商と余りを求める計算をし、余りの大きさについて考える。 

9 ・タブレットや教科書の練習問題を解く。 

３ 

10 ・小数倍の意味とそれが適用される場面について考える。 

11 ・小数倍の意味とそれが適用される場面について理解する。 

12 ・a×b×c=dの場面で、aや dを求めるのにまとめて考えて解く。 

13 ・加法と減法、乗法と除法の相互関係について調べる。 

学習

のま

とめ 

14 

・学習内容の理解を確認する。 

○問2.4ｍで 96円のひもがあります。この

ひも１ｍ分のねだんはいくらですか。 

○め小数でわる計算の仕方を考えよう。 



ッ 

ク 

タ 

イ 

ム 

㉕ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(一人タイム)  

≪予想される児童の考え≫ 

 

 

  

 

5．課題解決の共有をする。(友達→全体) 

・自分の考えを全体に説明する。 

・友達と考えを比べ、様々な方法での解き方を

知る。 

・どの方法が解きやすいか話し合い、自分が解

きやすい方法を見つける。 

 

 

 

 

6．まとめる。 

 

 

7．練習問題を解く。 

・教科書 P.55の△３を解く。 

・解き終わったら他の児童に説明に行く。 

 

8．ふりかえりを行う。 

きたら、多様な考

えができるよう

に、別の求め方が

ないかを促す。 

 

 

○わかりやすいと

思う友達の名前と

考えを自分の言葉

に変えて書く指導

する。 

○出された考えを

整理することで、

児童がどの方法が

解きやすいか話し

合い、自分で見つ

けられるようにす

る。 

 

○解き終わった児

童から友達に説明

に行かせる。 

 

○ふりかえりの視

点を提示する。 

・友達の考えで学

んだこと 

・新しい発見（～

が分かった。） 

・友達の考えでよ

かったところ 

・○○さんの～の

考えが納得できた 

しい児童に、わ

り算の性質を使

った求め方のヒ

ントカードを渡

して考えさせ

る。 

 

 

 

 

 

○児童から出な

かった考えがあ

れば提示し、多様

な考えがあるこ

とを伝える。 

 

 

 

○わり算の性質

を使って問題を

解くよう促す。 

 

 

 

 

 

 

 

○ま小数でわるわり算はすべての数を整数にもどしてわり算の性質を使うと計算できる。 

・0.1ｍをもとにして考える。 

・24ｍの値段を出してから考える。 

・わり算の性質を使って考える。 

 

コ
ン
プ
リ
ー
ト
タ
イ
ム
⑩ 

◆見通しを立てて、整

数を小数でわる計算

の仕方を考えたり、

説明したりしてい

る。【思・判・表】

〈ノート・発言〉→

ヒントカードや友達

の考えを用いて、自

分の考えを導き出せ

るよう促す。 



６ 板書計画 

6/1 小数のわり算②P.54 P.55     ○考 式 ９６ ÷ 2.4  

○問 

 

 

○め 

 

○見・かけ算と同じ方法 

・整数にもどす・ 

わり算の性質 

○ま 

 

 

 

☆授業の視点（アクティブに学び合う学習過程の工夫） 

ミッションタイム アタックタイム コンプリートタイム 

・課題解決に向けて商の大きさ

の見当をつけた。 

・小数÷整数の学習について、

既習事項の確認をした。 

・自力解決が難しい児童へヒン

トカードを渡した。（内容、タ

イミングはどうであったか） 

・学び合いのさせ方はどうであ

ったか。 

・練習問題に取り組んだあと、他

の児童に説明にいく時間を取

った。 

 

７ 授業の様子およびワークシート等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

÷24 

 
2.4ｍは0.1ｍの24倍だから、

0.1ｍ分の値段は、96÷24 

1m 分の値段は、その 10 倍だ

から、 

96÷2.4=(96÷24)×10 

=40 

×24 

わられる数とわる数に 10

をかけても、商は変わらな

いから、 

96÷2.4=(96×10)÷(2.4×

10)=960÷24 

=40 

×10 ×10 

小数でわる計算の仕方を考えよう。 

小数でわるわり算はすべての

数を整数にもどしてわり算の

性質を使うと計算できる。 

2.4mで 96円のひもがありま

す。このひも 1m分のねだん

はいくらでしょう。 ×24 

0.1ｍのねだん 

2.4ｍのねだん 

96÷2.4=□

96÷24=□ 

【資料１ 当日の板書】 

【資料２ 学び合い後のノート】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 考察（成果と課題） 

 成果 課題 

ミ
ッ
シ
ョ
ン 

・マーキングを行うことで、除数と被除数

の見分けがついた。 

・既習内容の確認や、商の大きさの見当を

つけたことが、自力解決の手助けにな

っていた。 

・数直線を使ったり、具体物操作をやってみたりす

る場面が必要だと感じた。 

ア
タ
ッ
ク 

・友達タイムの時間を十分にとることで、

活発な学び合いができた。また、学級で

質問しやすい雰囲気があり、「なんでこ

うなるの。」という問いかけから活発な

学び合い始められた。 

・ヒントカードを用意したことで、低位の

児童も自力解決できた。 

・役割分担を行い、Ｔ２が他の解き方を紹

介したことで、児童がいろいろな考え

を知ることができた。 

・自分の考えに自信がなくなり、書き直している児

童がいた。友達の考えを書き加えるなどのノート

指導の工夫が必要だった。 

・一人で学ぶ時間を十分にとることで、思考が止ま

らないようにすることが大事だと考えた。 

・発表ボードを使用したが、説明を書く場合は、キ

ーワードに絞ることも必要だと感じた。（ノート

→ボードへ同じことを繰り返し書くことで時間

のロスが見られた。） 

・意図的指名も有効に活用していきたい。 

コ
ン
プ
リ
ー
ト 

・教師が丸を付けることで、自信につなが

った。 

・解き終わった児童は、他の児童に説明を

行ったことで理解が深まった。 

・わり算の性質を使って、問題が解けてい

た。 

・わり算の性質を使えていない児童には、わり算の

性質をもう一度確認する必要があった。 

・児童の実態に合わせて、少人数という学習形態の

工夫もできたと考えられる。 

 

【資料 4 学び合いの様子（全体学び）】 【資料３ 学び合いの様子（友達タイム）】 



３ 専門部の取組 

 （１）学び部 
ア まなびタイムについて                          

まなびタイムの主な内容 

   朝の時間のまなびタイムを全校で統一 

  して計画的に運用した。国語は、正確に 

速く書く力を鍛えるために視写を中心に 

行い、算数は 100マス計算に取り組み、 

基礎・基本の定着を図った。 

  ファイルに綴じていくことで、自分の計 

算力が伸びていることが目に見えるため 

達成感につながっている。 

また、見え方が難しい児童にとってはビジョントレーニングになっている。 

 

イ 計算フェスタについて                     

計算フェスタの時期と内容 

   既習内容や計算力の定着を図るために、  

  年３回（７月・12月・３月）、学期のまと 

めとして実施している。内容は、業者提 

供の小テスト作成ツールで作成した。内 

容を簡単に変えられるため、３回分作成 

し、予習・テスト・復習として活用した。  

また、特別支援学級の児童に合わせた内 

容で作成することもできた。合格点は、 

学級の実態に応じて担任が決め、合格したら合格証にシールを貼るようにした。 

合格してシールをもらい、喜んでいる児童の姿が見られた。１回で合格しなかっ 

た児童も再テストで合格できるように、努力していた。３回分のシールを集める 

ことが、意欲につながっている。 

 

ウ 家庭学習について 

自主学習においては、内容のモデルを提示し、取り組ませ方や表記上の統一（月 

日・問題・めあて・まとめ・ふり返り）について職員間でアイディアを共有した。  

   タブレットドリルを活用することで、意欲的に取り組む姿が見られる。教師は 

正答率を把握することができ、授業に生かすことができている。取り組ませる際 

は、間違いをそのままにせず、解き直しをするよう声をかけている。 

   

  まなびタイムの様子（低学年）   まなびタイムの様子（高学年）     計算フェスタの合格証 

算数 国語 

計算ドリル 

100マス計算 

（たし算・ひき算・ 

 かけ算・わり算） 

視写 

速音読 

時期 内容 

７月 

12月 

３月 

学期のまとめ 

（小テスト作成 

ツールで作成） 



エ　算数アンケート

７　タブレット学習
がくしゅう

をする時
とき

は、よく考
かんが

えて取
と

り組
く

んでいますか。

いつも
よく考えている

だいたい
よく考えている

あまり
よく考えていない

よく考えていない

できる
だいたい
できる

あまり
できない

できない

５　どの方法
ほうほう

が、わかりやすいですか。（考
かんが

えやすいですか。）

図
ず

・式
しき

・言葉
ことば

を

書
か

きながら考
かんが

える

図
ず

・式
しき

・言葉
ことば

を

見
み

ながら考
かんが

える

友
とも

だちに聞
き

きながら

(質問
しつもん

して）考
かんが

える

友
とも

だちといっしょに

(話
はな

し合
あ

って）考
かんが

える

６　わかったことを伝
つた

えることができますか。

(みんなの前 でなくても、ペアやグループに伝 えるでもOK。またはふり返りに書 くことができればOK）

いつも
書いている

だいたい
書いている

あまり
書いていない

書いていない

２　問題
もんだい

を理解
りかい

しながら マーキングをしていますか。

いつも
している

だいたい
している

あまり
していない

していない

３　問題
もんだい

を解決
かいけつ

するための、見通
みとお

しを立
た

てることができていますか。

いつも
できている

だいたい
できている

あまり
できていない

できていない

４　図
ず

・式
しき

・言葉
ことば

などを使
つか

って、自分
じぶん

の考
かんが

えを書
か

いていますか。

すき
どちらかというと

すき
どちらかというと

すきではない
すきではない

算数アンケート
（　　）年　名前（　　　　　　　　　）

　　　  算数
さんすう

の学習
がくしゅう

について，自分
じぶん

の考
かんが

えにいちばん近
ちか

いものを

       　 〇でかこんでください。

１　算数
さんすう

の勉強
べんきょう

は すきですか。 興味・関心

ミッション把

ミッション解決

アタック（個）

アタック（自力）

コンプリート



37.0%
41.6%

13.9%

7.5%

44.1%

34.9%

13.8%

7.2%

55.0%

35.8%

7.3%

2.0%

いつもしている だいたいしている あまりしていない していない

２．問題にマーキングをしていますか？ R4.7

R4.12

R5.6

35.6% 35.1%

12.6%
16.7%

34.9% 33.6%

23.0%

8.6%

44.4%

25.2%

13.2%
17.2%

１．算数の勉強はすきですか？ R4.7

R4.12

R5.6

42.0% 40.2%

13.2%

4.6%

42.8%
46.7%

7.2%
3.3%

47.7%

36.4%

12.6%

3.3%

いつもできている だいたいできている あまりできていない できていない

３．問題を解決するための、見通しをたてることが

できていますか？
R4.7

R4.12

R5.6



58.0%

29.3%

10.9%

1.7%

56.6%

36.8%

4.6%
2.0%

61.6%

29.1%

7.9%

1.3%

いつもかいている だいたいかいている あまりかいていない かいていない

４．図・式・言葉などを使って、自分の考えを書いて

いますか？

R4.7

R4.12

R5.6

40.8%

23.0%

0.0%

25.3%

52.0%

13.8%

0.0%

22.4%

45.7%

17.2%

1.3%

23.8%

５．どの方法が、考えやすいですか？ R4.7

R4.12

R5.6



55.7%

32.8%

8.0%

3.4%

59.9%

31.6%

5.9%
2.6%

56.3%

27.8%

11.9%

4.0%

できている だいたいできている あまりできていない できていない

６．わかったことを伝えることができますか？ R4.7

R4.12

R5.6

73.1%

23.1%

1.5% 0.7%

いつもよく考えている だいたいよく考えている あまりよく考えていない よく考えていない

７．タブレット学習をする時は、よく考えて取り組んでい

ますか。（R5.6のみ）



考察（◎…良かった点、▲課題） 

 

ミッションタイム 

１ 関心 

◎今年度は、「算数の勉強は好き」「どちらかといえば好き」と回答した児童を合わせ 

ると昨年とあまり変わらないが、「算数の勉強は好き」と回答した児童は増えている。 

◎既習事項を使って考える問題に慣れ、少しずつ自分なりに考え方を見つけることが  

 できるようになってきた様子も見られる。 

▲「どちらかといえばすきではない」「すきではない」と回答した児童が約 30％いる。 

 →既習内容が定着できていない。 

２ マーキング 

◎問題にマーキングしている児童は増えている傾向にある。 

◎たし算・ひき算言葉を理解し、覚えることができるようになってきた。 

◎こまめに声をかけてマーキングしているか確認している。 

▲授業では、マーキングを行っているが、宿題やテストでのマーキングの定着には、  

 ばらつきがある。 

▲目的意識なくマーキングしている児童もいる。 

３ 見通し 

◎問題文章から、たし算言葉やひき算言葉、数の増減を表す言葉を見つけることがで 

 きるようになった。 

◎学習内容が難しくなり、見通しの時間を多くとることで問題解決につながった。 

◎やり方を複数提示し、自分に合ったやり方で取り組むよう呼び掛けた。 

 

アタックタイム 

１ ノート 

◎式だけではなく、自分でブロック図や丸図を描いたり、絵に描いたりして答えを確 

 かめることに慣れてきている。 

◎ヒントカードを用意して、問題解決を促した。 

◎図・式・言葉のどれか一つでもいいので、少しでも書くことを意識させた。 

▲ヒントカードをもっと活用したいが、準備の時間がなかなかとれない。 

２ 考える方法 

◎約半数の児童が図・式・言葉を書きながら考えている。  

 どの方法でもよいが、いつも同じやり方の児童に対しては、選択肢を与えることが 

 必要（「〇〇を見ていいよ。」など） 

◎約 20％の児童が友達と話し合って考えると答えている。 

 ペア学習を取り入れることで、自分と友達の考えを比較したり、自分の考えに自信 

 をもったりすることができる。 

 

コンプリートタイム 

１ ◎全体の場で言えなくてもペアで言えたら OKとハードルを下げることで、安心感をも 

   って伝えることができている。 

◎ペア学習で説明したり話し合ったりする経験を通して、言葉で表現することへの抵 

 抗感は少しずつ減ってきている。 

▲練習問題で説明させる時間を取ることは、なかなか難しい。 

 

 



 

タブレット学習 

１ ◎タブレット学習において、「よく考えて取り組んでいる」「だいたいよく考えている」 

   と回答した児童が約 96％である。 

  ▲選択問題なので、学習メモを残さず解答している児童もいて、集計結果とずれを感 

じる。間違いがあった際は、解き直しをするよう声かけが必要である。 

 

 

今後の取組 

ミッションタイム… ・興味・関心を高めるために、問題提示の工夫をする。 

          ・授業中だけでなく、テストや宿題でもマーキングする習慣をつ 

           けるように声かけをする。 

          ・既習事項をもとに見通しをもたせたいが、定着していないため、 

           基礎・基本の定着の時間をとる。 

アタックタイム…  ・ヒントカードをもっと活用していく。 

          ・ペア学習を取り入れ、話し合いや説明の場を設け、言葉で表現さ 

           せて、相手に伝えることに対して児童が自信を持つことができる 

ようにする。 

          ・全体学びをする中で、友達の考えを聞くだけにとどまらず、教師 

が問いかけ直して、考えを整理させ理解を深めていく。 

コンプリートタイム…・時間配分を工夫して、ふり返りの時間を確保する。 

          ・伝える時間がとれない場合は、挙手で理解度を示させたり、ペア 

           でふり返りをさせたりして、なるべく全員意思表示の場を設ける。 

    

 



 （２） 学びの環境部 

ア 算数コーナーについて 

算数で学んだことを生かす操作活動（体験問題）を

取り入れるなど工夫をして，１階と２階の中央廊下に

『のごみっ子ランド』として設置している。それぞれ

３つのレベル（簡単・普通・難しい）の算数に関する

クイズ問題を用意した。意欲喚起のために，学年関係

なく，どの問題を解いてもよいようにしており，毎月

問題を替えるようにしている。児童は，新しいクイズ

が貼り出されると，すぐに問題に取り組み，算数に親

しむことができている。また，年間を通して楽しみな

がら認知能力を高める操作活動を取り入れたタングラ 

ムコーナーは，１階の中央廊下に設置しており，友達と競いながら楽しむ児童の姿が見られた。 

 

  

イ 階段掲示について 

１階から２階へ続く階

段３カ所に，算数に関する

問題を掲示している。 

今年度は，四字熟語や  

英単語なども取り入れ，い

ろいろな言葉や教科に関

心がもてるようにした。九

九を唱えながら階段を上

がったり，四字熟語など知

っているものを見つけた

りしながら，階段を上る児

童の姿が見られた。職員で

分担して作成し，夏冬の

年２回張り替えた。 資料３ 西階段 資料４ 東階段 

 資料２ 算数コーナー（１階） 資料２ 算数コーナー（２階） 

資料１タングラムを操作する児童 



ウ 「ベストノート」の掲示について 

    本校では、子どもたちの学力向上のために、家庭学習の確実な取り組みを目指している。主に３

年生以上の自主学習では、児童の興味関心のあることや、学習のふりかえり等をねらいとしてい

る。年度初めに３年生以上の児童には『自学のススメ』（内容のメニュー例）を配布し、参考にな

るようにした。また、算数や自主学習のよいノートを中央廊下に掲示し、意欲喚起につなげた。ノ

ートのまとめ方や自主学習のテーマなど，児童に紹介したいものを選び定期的に入れ替えるよう

にしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５ ベストノートコーナー          資料６ 自学メニュー 



 

 

 

 

 

Ⅲ 研究のまとめ 



１ 成果と課題 

(1) 授業づくり（各学習過程）における成果と課題 

 成 果 課 題 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
Ｔ 

・問題文にマーキングをして必要な情報

に着目する習慣が付いている。 

・マーキングを徹底したことで、低学年で

は，たし算言葉・ひき算言葉を覚えて理

解できるようになってきた。 

・問題提示の工夫をしたことで、問題把握

がしっかりできるようになり、めあてを

明確にして、学習に取り組めるようにな

った。 

・既習事項の確認をしながら見通しをも

たせ、自力解決の糸口にできた。 

・算数アンケートで算数が「好き」「どちらかとい

うと好き」と答えた児童が減少した。意欲を高め

るため，さらなる問題提示の工夫が必要。 

・マーキングの際に、数字や単位、たし算言葉やひ

き算言葉などだけでなく、意味が分かる言葉にも

マーキングをさせるようにする。 

・見通しの段階で、時間の設定や問題解決のための

手立ての提示がうまくいかないことがあった。ど

の程度見通しをクラス全体で共有するのかにつ

いて、これからも研究を重ねる必要がある。 

 

ア
タ
ッ
ク
Ｔ 

・ヒントカード等を準備することにより，

少しでもかける児童が増えてきた。 

・式だけでなく図や絵をかくことに挑戦

するようになってきた。 

・自力解決の時に友達の解き方を聞いた

り，アドバイスをもらったりすることで

安心感をもって考える姿が見られる。 

・発表ボードを活用したり、タブレット端

末を使ったりしたことで、児童が意欲的

に自分の考えを発表できるようになっ

た。 

・全体での学び合いの場で、発表のさせ方

の工夫をしたことで、一方的な発表にな

らず、意図を考えながら聞けるようにな

った。 

・自力解決が難しい児童のために、ヒントカードを

活用したり、T２が支援に入ったりしたいが、効

果的な工夫が十分できていない。 

・学び合いのルールが崩れてしまうことがあるの

で，定期的に児童にルールの再確認をする必要が

ある。 

・どの方法で考えても良いが，いつも友達に聞くな

ど同じやり方ばかりではなく，ノートを見るなど

の選択肢を示したりして，様々な解決方法に挑戦

させたい。 

・T２の役割について、研究をすすめていきたい。 

コ
ン
プ
リ
ー
ト
Ｔ 

・低学年の時から、学習過程を大事にした

授業を展開してきたことで、１年生も自

分の言葉で振り返りが言えるようにな

った。 

・みんなの前で説明できなくても，ペアで

言えたら OK とハードルを下げること

で，安心感をもって伝えることができて

いる。 

・振り返りの時間を設けることやその内

容を教師が確認することは定着してき

た。 

・コンプリートタイムを十分に設定できないこと

が多くあった。練習問題を解いた後に，一問だけ

でも解くポイントやコツを短く言う時間をとる

などして，自己表現させるようにしたい。 

・振り返りの文章の内容に個人差があるので，改め

てふり返りの視点を共通理解させたい。 

 

 

 

 

 



(2) 専門部活動における成果と課題 

 成 果 課 題 

学
び
部 

・年度当初に朝の時間の「学びタイム」の

もちかたについて、全職員で共通理解し

たことで、わずかな時間でも確実に取り

組むことができ、力をつけることができ

た。 

・学びタイム用のファイルを準備して、学

びの足跡を残すことができた。 

・年間３回計算フェスタを企画して全学

年取り組めるようにしたことで、基礎的

内容の定着が図れるようになった。 

・算数アンケートを実施して、算数科に対

する児童の実態を２年間にわたって把

握することができた。 

・今年度新しく取り組んだ内容もあって、話し合い

の時間が多く必要であった。来年度以降は役割分

担をしながら効率的にすすめたい。 

 

学
び
の
環
境
部 

・学年ごとの算数コーナーを作ったり、階

段掲示物を作ったりしたことで、児童が

楽しんで算数に親しむことができた。 

・今後も定期的に掲示物の更新を行う。 

 

 

 

 

２ 来年度に向けて（授業改善） 

「自ら学びを切り拓く」児童を育成するために，可能な限り全教育活動を通じて，職員全体で以下

の学習過程における共通理解事項を徹底した研究を進めていきたい。 

(1) ミッションタイム 

生活場面と関連させた問題や，既習事項との違いに目を向けるような発問をして，意欲を高める。

マーキングを元にわかっていること・聞かれていることを共通理解し，既習との比較から児童が思

考する視点（見方・考え方）を焦点化する。そして，自ら「問い」を見つけ、解きたいと思う児童

を育成する。 

(2) アタックタイム 

自力解決と交流活動を一体化し，児童が中心となって学ぶ自由度と場と時間を確保することで，

児童同士の対話が主体的・対話的な学びに繋がるようにする。そのために，児童の様子を見取り，

思考を整理・収束・方向づけることなど，教師の出番や発問を吟味する必要がある。また，児童が

主体的・対話的に学ぶために，交流活動のルールを整えることや，分からない・できないと言える

学級づくりに努める。  

(3) コンプリートタイム 

毎時間の授業の終わりに，振り返りの時間を必ず確保する。本時の問題でわかったことを練習問

題で活用することができたか確認し，できた場合はそのポイントを児童同士で伝え合うことで，毎

時間の授業を大切にしようとする態度を育成する。 
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